
2022年度予算額 4月分 5月分 残り10カ月分 不足分
電気料  18,500,000 1,487,066 1,777,360 17,735,219 2,498,645
ガス代   24,024,000 2,218,797 2,891,644 25,552,200 6,638,641

賄材料費  351,184,000 22,985,873 32,201,442 248,342,917
スイーツな
どで調整

学校給食の物価高騰の影響

６
月
20
日
に
行
わ
れ
た
日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

の
答
弁
で
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
」
で
映
像
が
見
れ
ま
す
。

物
価
高
騰
か
ら
給
食
を
守
れ

岡
本

守
正
議
員

問

学
校
給
食
へ
の
物
価
高
騰
の
影
響
は
。

答

電
気
料
、
燃
費
、
材
料
費
、
様
々
な
物
資
が
上

昇
し
て
い
る
。

問

給
食
費
の
引
き
あ
げ
は
し

な
い
よ
う
に
。

答

給
食
費
の
引
上
げ
を
す
る

予
定
は
な
い
。

問

全
国
、
県
内
で
の
給
食
費

無
償
化
の
動
向
は
。

答

小
牧
市
、
稲
沢
市
は
２
か

月
間
無
償
化
、
愛
西
市
、
蒲

郡
市
、
南
知
多
町
は
期
間
限

定
で
無
償
化
を
実
施
。

問

全
国
76
自
治
体
が
無
償
化
。

一
部
無
償
化
４
２
４
で
全
国

４
分
の
１
と
な
る
。
義
務
教

育
無
償
化
の
憲
法
の
立
場
か

ら
、
碧
南
も
無
償
化
を
。

答

給
食
費
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。

く
る
く
る
バ
ス

の
拡
充
を

問

碧
南
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
開
催

状
況
は
。

答

協
議
会
は
４
月
18
日
開
催
18
名
の
う
ち
６
名
が

欠
席
。

問

委
員
か
ら
１
時
間
毎
、
低
床
バ
ス
の
声
も
上
が
っ

た
。
利
用
者
の
意
見
把
握
と
市
の
課
題
は
。

答

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
市
民
２
千
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
す
る
。

問

く
る
く
る
バ
ス
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
に
向
け
て

電
気
バ
ス
導
入
を
。
せ
め
て
低
床
バ
ス
に
。

答

武
豊
町
な
ど
導
入
自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
、

碧
南
に
合
っ
た
環
境
配
慮
型
バ
ス
を
検
討
。
今
年

購
入
の
バ
ス
も
低
床
で
な
い
。

碧
南
市
民
病
院
を
守
る
た
め
に

問

国
が
「
公
立
病
院
統
廃
合
計
画
」
の
見
直
し
を

し
た
。
市
民
病
院
病
床
64
床
削
減
を
見
直
し
て
。

答

病
床
数
変
更
の
条
例
改
正
が
議
決
さ
れ
た
。
見

直
す
考
え
は
な
い
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争

か
ら
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
問
う

山
口
は
る
み
議
員

問

ロ
シ
ア
に
国
連
憲
章
違
反
と
抗
議
を
し
た
か
。

答

ウ
ク
ラ
イ
ナ
募
金
は
し
た
が
抗
議
は
し
て
い
な

い
。

問

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
全
国
で
92
％
が
実
施
す
る
、

非
核
自
治
体
宣
言
を
。
平
和
首
長
会
議
加
盟
市
長

と
し
て
核
兵
器
で
脅
し
核
共
有
の
危
険
な
動
き
に

反
核
の
立
場
を
明
確
に
。

答

核
肯
定
派
も
い
る
の
で
し
な
い
。

や
さ
し
く
強
い
経
済
へ
の
転
換
を

問

日
本
共
産
党
は
内
部
留
保
課
税
で
、
消
費
税
５

％
や
社
会
保
障
拡
充
な
ど
「
新
自
由
主
義
」
の
企

業
利
益
優
先
を
転
換
し
や
さ
し
く
強
い
経
済
を
提

案
し
て
い
る
。
碧
南
市
は
歩
人
税
率
を
最
低
に
し

て
い
る
が
制
限
税
率
に
し
市
民
に
回
す
べ
き
。

答

法
人
税
率
６
％
を
８
・
４
％
に
す
る
と
今
年
度

約
５
億
２
７
０
０
万
円
増
収
と
な
る
。

問

気
候
危
機
打
開
の
２
０
３
０
年
に
向
け
た
施
策

を
。
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
は
。

答

県
内
23
自
治
体
。
西
三
河
で
は
碧
南
市
と
高
浜

市
以
外
は
表
明
し
て
い
る
。
中
小
企
業
に
た
め
慎

重
に
と
ら
え
る
。

問

国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
第
２
次
募
集
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
。

答

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問

建
築
物
省
エ
ネ
法
が
今
国
会
で
成
立
す
べ
て
の

一
般
住
宅
に
適
応
と
な
る
。
前
倒
し
や
市
の
施
策
を
。

答

２
０
２
５
年
か
ら
の
適
応
で
。

問

中
学
校
制
服
見
直
し
を
。

答

今
後
論
議
を
進
め
て
い
く
。
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物価高騰・バス拡充・市民病院守れ

国
際
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
に

商
工
課
は
地
域
公
共
計
画
策
定
の
業
者
を
募
集

６
月
26
日
締
切
。
応
募
４
社
の
中
か
ら
「
国
際
開

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
」
に
決
定
。
現
状
、
ニ
ー
ズ
、

課
題
、
協
議
会
支
援
、
中
間
報
告
書
の
ま
と
め
な

ど
を
行
い
ま
す
。
市
民
か
ら
も
議
会
か
ら
も
１
時

間
毎
、
低
床
バ
ス
の
要
望
は
聞
か
ず
業
者
丸
投
げ

す
る
碧
南
市
に
こ
そ
問
題
あ
り
で
す
。
住
民
が
主

人
公
に
立
ち
返
る
べ
き
で
す
。

中
学
ブ
レ
ザ
ー
導
入
２
０
２
３
年

論
議
、
２
０
２
４
年
導
入
へ

そ
の
後
、
教
育
長
は
ブ
レ
ザ
ー
導
入
に
つ
い
て
来

年
度
論
議
を
開
始
。
２
０
２
４
年
度
に
は
導
入
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
日
本
共
産
党
山
口
は
る
み
議
員

に
言
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
ス
ラ
ッ
ク

ス
。
ブ
レ
ザ
ー
や
ベ

ス
ト
な
ど
自
由
に
選

べ
る
と
い
い
ね



オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
て
い
た
核
兵

器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議
は

23
日
、
す
べ
て
の
議

事
を
終
え
て
閉
幕
し
ま
し
た
。
会
議
は
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
へ
向
け
た
禁
止
条
約
の
意
義
を
強
調
し
、
核

抑
止
力
論
の
誤
り
を
明
確
に
批
判
し
た
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」

と
、
条
約
具
体
化
へ
向
け
た

50
項
目
の
「
ウ
ィ
ー
ン
行
動

計
画
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

文
書
が
採
択
さ
れ
る
と
、
議
場
で
は
外
交
官
や
市
民
社
会

の
参
加
者
が
総
立
ち
に
な
っ
て
拍
手
を
送
り
、
会
議
の
画
期

的
成
功
を
祝
い
ま
し
た
。

核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
は
違
反

宣
言
は
、
ロ
シ
ア
の
名
指
し
は
避
け
つ
つ
「
私
た
ち
は
、

核
兵
器
使
用
の
威
嚇
に
恐
怖
を
覚
え
、
が
く
ぜ
ん
と
し
て
い

る
」
と
表
明
。
核
兵
器
の
使
用
や
そ
の
威
嚇
は
国
連
憲
章
を

含
む
国
際
法
へ
の
違
反
だ
と
し
、
「
明
示
的
で
も
暗
示
的
で

も
、
い
か
な
る
状
況
下
で
あ
ろ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の

威
嚇
を
非
難
す
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

核
兵
器
は
脅
迫
や
緊
張
激
化
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
と
し
、
「
こ
の
こ
と
は
核
抑
止
力
論
の
誤
り
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

禁
止
条
約
へ
参
加
を

ま
た
保
有
国
が
核
兵
器
の

増
強
を
進
め
る
な
か
「
禁
止

条
約
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
」
と
強
調
。

す
べ
て
の
国
々
に
対
し
、
条

約
に
遅
滞
な
く
参
加
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

宣
言
は
「
本
条
約
と
核
不

拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
補

完
性
を
再
確
認
す
る
」
と
指

摘
。
核
兵
器
禁
止
条
約
に
よ

る
包
括
的
核
兵
器
禁
止
が
、

核
保
有
国
に
核
軍
備
撤
廃
交

渉
を
義
務
付
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第

６
条
の
実
践
を
前
進
さ
せ
た

と
述
べ
て
い
ま
す
。

署
名
・
批
准
国
を
ふ
や
し
被
害
者
支
援
を

行
動
計
画
は
、
条
約
の
署
名
・
批
准
国
を
増
や
す
取
り
組

み
、
核
兵
器
使
用
や
核
実
験
に
よ
る
被
害
者
の
支
援
・
環
境

修
復
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
行
動
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
方
向
示
し
た
会
議

会
議
の
ク
メ
ン
ト
議
長
は
閉
会
に
あ
た
り
「
多
国
間
主
義

が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、
核
兵
器

が
誤
っ
た
方
向
に
進
む
な
か
、

私
た
ち
は
正
し
い
方
向
を
は
っ

き
り
と
示
し
た
。
行
動
し
続

け
て
ど
ん
な
前
進
が
可
能
か

世
界
に
示
そ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。
第
２
回
締
約
国
会
議

は
来
年
１
１
月
２
７
日
～
１

２
月
１
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
、
メ
キ
シ
コ

が
議
長
国
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

７
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火
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日
）

午
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時
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時

ピ
ア
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碧
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東
店
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浦
町
6
ー
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日
進
小
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校
南
）

「 」
核兵器禁止条約会議閉幕 「ウィーン宣言」採択

シリーズ９ あなたの「？」におこたえします

（写真）市民社会の参加者らと会議の成功を喜
ぶクメント議長（左）＝23日、ウィーン


